
年    月    日

万円

万円

２０００時間

万円

主たる従
事者の人

数主たる従事者１人
当たりの年間労働時間

万円

事  業  内　容

（１）生産

現      状 目標（１３年）

２５０万円 ４００万円 ２４００時間 ２０００時間

年間所得

主たる従事者１人
当たりの年間所得

２４００時間

現      状

②農業経営の規模拡大に関する現状及び目標

万円

現    状 目   標（１３年）

万円

（２）農畜産物の加工・販売その他の
　関連・附帯事業（売上げ）

飼養頭数
（頭、羽）

生産量

作目・部門名
（畜　　産）

目標（１３年）

作目・部門名
（耕　　種） 作付面積

(a)
生産量

作付面積
(a)

生産量
飼養頭数
（頭、羽）

生産量

万円

万円

  農業経営基盤強化促進法（昭和５５年法律第６５号）第１３条第１項の規定に基づき、次の農業経営改善計画の認定を申請します。

農業経営改善計画認定申請書

農　業　経　営　改　善　計　画

和歌山市長  殿

和歌山県知事  殿 申請
者

生年月日・
法人設立年月日

個人・法人名

フリガナ

住所 連絡先

法人番号　　　　　　　　　　　

フリガナ

代表者氏名
（法人のみ）

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　）

現状

近畿農政局長  殿

農林水産大臣  殿

□複合経営
□稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜

□施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　）

□稲作 □麦類作 □雑穀・いも類・豆類 □工芸農作物 □露地野菜
□複合経営

□施設野菜 □果樹類 □花き・花木　□その他の作物（　　　　）

（２）農業経営の現状及びその改善に関する目標

現　　　状 目標（１３年）

現状 目標（１３年）

①農業経営体の営農活動の現状及び目標

（１）営農類型

□酪  農 □肉用牛 □養  豚 □養  鶏 □養　蚕 □その他の畜産（　　　　　）

１人年間労働時間

目標（１３年）

２５０万円 ４００万円

ダイコン 60 57ｔ 90 85.5ｔ

60 27ｔ 90 40.5ｔニンジン

申請から５年後に1人当たりの

年間農業所得が400万円以上に

なるように計画を立ててください。

該当する営農類型１つに☑をしてください。
・単一経営（稲作、露地野菜、施設野菜、果樹類、花き・花木等） ：経営体ごとの農産物販売金額１位の部門（作目）の販売金額が、農産物総販売金額の８０％以上を占める経営をいう。

・複合経営 ：経営体ごとの農産物販売金額１位の部門（作目）の販売金額が、農産物総販売金額の８０％に満たない経営をいう。

項目が多い場合は別紙へ

記入してください。

申請から５年後に1人当たりの

年間労働時間が2,000時間程度に

なるように計画を立ててください。

記入例

目標時点（５年後）で経営農地（貸借含む。）が和歌山市のみの方は、「和歌山市長 殿」に〇をつけてください。

目標時点（５年後）で経営農地（貸借含む。）が複数市町村にまたがる場合は、「和歌山県知事 殿」に〇を付け、通知文を参

考に、県へ提出してください。

家族経営の場合、主たる

従事者は１人です。

日中に連絡が取りやすい電話番号（携帯

電話番号など）をご記入ください。



畑

畑

60 60

30

和歌山県

和歌山県

和歌山市

和歌山市

経 営 面 積 合 計

その他

(例）
・現状：農地が分散しており、効率的な管理ができていない。
　目標：農地を最大限集約する。
・現状：園内道が未整備で、収穫物の搬入・搬出に時間がかかっている。
　目標：園内道の整備により、搬入・搬出作業の効率化を図る。
・現状：手作業や旧式機械が多く、作業に手間と時間がかかっている。
　目標：大型機械の導入により、作業の効率化を進める。
・現状：品種の固定化が進み、品質のバラつきがある。
　目標：優良品種への改植を進め、高品質化を図る。

⑤農業従事の態様の改善に関する現状と目標・措置 ⑥その他の農業経営の改善に関する現状と目標・措置

(例）
・現状：経営データのデジタル化が進んでおらず、詳細な経営分析ができていない。
　目標：パソコン経営簿記の導入により経営分析を行う。
・現状：単式簿記（または白色申告）のため、経営費と家計費の境界が曖昧である。
　目標：複式簿記の導入により、経営と家計の分離を行う。
・現状：個人事業主としての経営であり、社会的信用や事業承継に課題がある。
　目標：法人化を目指す。

60 90

（例）
・現状：休日や給与の基準が明確でなく、生活と仕事の境界が曖昧になっている。
　目標：家族経営協定を締結し、休日制・給料制を導入する。
・現状：各自の役割分担が不明確で、作業効率が上がっていない。
　目標：家族間で役割分担を行い、作業時間の短縮に努める。（農薬散布・草刈
りの同時並行や機械作業・栽培管理の分担)
・現状：就業規則等が未整備のため、外部人材を雇用する環境が整っていない。
　目標：人材確保に向けた就業規則等の整備。

借入地

③生産方式の合理化に関する現状と目標・措置 ④経営管理の合理化に関する現状と目標・措置

（３）農用地及び農業生産施設

ア農用地

規　　模

都道府県名 市町村名 都道府県名 市町村名
現　状区   分

経 営 面 積 合 計

所有地

現　状
(a)

目標（１３年）
(a)

種　別
所在地

イ農業生産施設

目標（１３年）

㎡棟 棟 ㎡

所在地
地目

ビニールハウス 和歌山県 和歌山市 1 7070 1

特定作業受託の面積を記載

・ハウス

・畜舎

・温室 等

※倉庫は該当しません。

具体的な取り組みを記載



人 人

3 人 5 人

45 人 150 人

55 男 〇 〇

52 女

27 男

（別紙）生産方式の合理化に係る農業用機械等の取得計画

備考

　「農業用機械等の名称」欄には、生産方式の合理化のために、取得する予定の農業用の機械及び装置、器具及び備品、

建物及びその附属設備、構築物並びにソフトウェア等を記載する。

（②「（３）農用地及び農業生産施設」に記載しているものは記載不要。）

（１）構成員・役員

（参考）経営の構成

（２）雇  用  者

実 人 数 現状

見通し

見通し（１３年） 常時雇（年間）

　　　　花子

　　　　一郎

妻

農業用機械等の名称

氏    名
(法人経営にあっては役員

の氏名）
年齢

見通し

担当業務 主たる
従事者

年間農業
従事時間 担当業務 主たる

従事者

年間農業
従事時間 臨時雇（年間）

実 人 数 現状 見通し

延べ人数 現状

数量

和歌山　太郎 本人

性別

代表者との
続柄(法人経
営にあって
は役職)

現    状

全般

全般

全般

2000

1500

2000

トラクター（２８ｐｓ）

長男

全般

補助

2400

1500

１台

臨時雇用の延べ人数は

実人数 × 日数 で計算した人数を記入する。

生産方式の合理化のために取得する予定の農業用

・機械

・装置

・器具

・備品

・建物

・建物の付属設備

・ソフトウェア 等

※今後５年間で新たに取得予定のもののみ記入

家族経営の場合、主たる

従事者は１人です。


